
『質と量の好循環をめざした福祉人材の確保･育成･定着に関する調査 2022 報告書』 

本報告書の以下の内容に誤りがございました。お詫びして訂正いたします。 

2023 年 5 月 29 日 

P19 12＜職場定着の課題と対策＞ 

◆訂正後のグラフ（    の項目を追加） 

 

 

P113 問 13 初任者職員が業務をすすめる上で悩むこと 

本文 22 行目～26 行目（下線部を訂正） 

◆訂正後の本文 

初任者職員が業務をすすめる上で悩むことは、「専門的な知識や技術の習得などスキル

アップに関すること」が最も多く、47.8％であった。次いで、「業務内容に関すること」

が 46.8％と続く。 

◆訂正後のグラフ（    の項目を追加） 
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専門的な知識や技術の習得などスキルアップに

関すること

業務内容に関すること

人間関係に関すること（職員間）

今後のキャリアプランについて

（福祉の仕事を続けていく今後の見通しや展望）

人間関係に関すること（利用者・利用者家族）

労働条件・職場環境に関すること

仕事と自身の家庭生活の両立に関すること（ワー

クライフバランス）

悩みを相談する相手がいない

特に悩むことはない

その他

無回答

2016年度(n=969) 2022年度(n=556)

図32 業務をすすめる上での悩み〔初任者職員向け調査、複数回答〕 

単位：％、n=556 

図 109 初任者職員が業務をすすめる上で悩むこと（複数回答） 

単位：％ 
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図32 業務をすすめる上での悩み〔初任者職員向け調査、複数回答〕 


